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        手引書

Public Real Estate 

公的不動産の合理的な所有・利用に関する研究会 

（ＰＲＥ研究会） 



  

 

  

「ＰＲＥ戦略を実践するための手引書（2012.3改訂版）」の公表について 

  

  

国土交通省では、「公的不動産の合理的な所有・利用に関する研究会（ＰＲＥ研究会）」を設置し、

地方公共団体における公的不動産の適切なマネジメント（ＰＲＥ（Public Real Estate）戦略）につ

いて検討を行ってまいりました。 

この度、ＰＲＥ研究会において作成した「ＰＲＥ戦略を実践するための手引書(2010改訂版)」（平

成22年６月１日公表）に新規事例を追加する等の改訂をしましたので、公表致します。 

  

１．目的 

本手引書は、ＰＲＥ戦略に関する理解を深めるとともに、ＰＲＥ戦略に係る基本的な考え方や

ＰＲＥ戦略に関する各種情報をとりまとめたものであり、地方公共団体がＰＲＥ戦略を立案・実

践するにあたっての実務的な参考書となることを目的として作成したものです。 

  

２．構成 

手引書は全３章で構成されています。 

  

■第１章 ＰＲＥ戦略概論編 

ＰＲＥ戦略の基本的な考え方、必要性、効果、実践の手順などまとめた概論編 

■第２章 実務参考資料編 

ＰＲＥ戦略の実践にあたって実務的に参考とすべき会計、制度、利活用手法等の基

礎的な知識・情報等を項目ごとにまとめた資料編 

■第３章 事例編 

公的不動産の利活用について、国内の参考事例を体系的にまとめた事例編 
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